









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 衣冠束帯 1916年 朝倉文夫 芝公園（16号地） 現存せず
侯爵大隈重信君
寿像建設委員会






4 フ ロ ッ クコート 1938年 朝倉文夫 国会議事堂 国会議事堂





6 大礼服 1986年 佐賀市大隈記念館
初代大隈銅像
の複製
29
　
四
代
目
銅
像
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
伊
藤
博
文
・
板
垣
退
助
の
銅
像
と
共
に
、
国
会
議
事
堂
内
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
三
体
の
制
作
経
緯
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
四
体
以
外
に
、
初
代
大
隈
銅
像
の
原
型
塑
像
と
複
製
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
原
型
塑
像
は
石
膏
塑
像
で
あ
り
、
厳
密
に
は
銅
像
で
は
な
い
も
の
の
、
初
代
銅
像
と
ほ
ぼ
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
制
作
さ
れ
た
最
も
古
い
作
品
で
あ
る
。
小
倉
惣
次
郎
の
制
作
で
現
在
は
早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
室
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
複
製
銅
像
は
初
代
を
そ
の
ま
ま
模
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
に
制
作
さ
れ
、
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
大
隈
重
信
の
胸
像
が
大
学
内
（
文
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
や
理
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
等
）
や
、
附
属
・
係
属
学
校
内
に
数
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
。
二　
早
稲
田
大
学
の
二
つ
の
銅
像
　
（
１
）
初
代
大
隈
銅
像
　
初
代
大
隈
銅
像
（
写
真
①
）
は
、
東
京
専
門
学
校
開
校
二
五
周
年
と
、
大
隈
の
古
希
を
記
念
し
て
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
大
学
中
央
広
場
（
当
時
）
に
設
置
さ
れ
た
。
銅
像
自
体
は
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
月
に
完
成
し
て
お
り
、
二
五
周
年
式
典
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
中
央
大
広
場
に
移
設
さ
れ
た
。
発
起
人
は
市
島
謙
吉
や
坂
本
三
郎
な
ど
大
学
関
係
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
初
代
銅
像
に
関
し
て
は
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
設
置
当
初
よ
り
賛
否
の
声
が
存
在
し
た
。
写真①　初代大隈銅像
30
　
大
隈
の
銅
像
制
作
を
称
賛
す
る
声
と
し
て
『
中
学
世
界
』
へ
の
投
書１
を
紹
介
す
る
。
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
に
は
、「
一
は
即
ち
早
稲
田
学
苑
に
建
て
ら
れ
た
る
伯
大
隈
氏
の
銅
像
に
て
、
他
は
即
ち
霞
ヶ
関
に
設
け
ら
れ
た
る
故
伯
爵
陸
奥
氏
の
銅
像
な
り
」
と
大
隈
と
並
ん
で
陸
奥
宗
光
の
銅
像
が
「
永
く
記
念
さ
る
べ
き
」
銅
像
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
神
戸
湊
川
神
社
に
設
置
さ
れ
た
伊
藤
博
文
の
銅
像２
を
「
幇
間
者
流
に
依
て
楠
公
墓
碑
と
相
並
ん
で
建
立
せ
ら
れ
し
」
と
そ
の
設
立
趣
旨
を
批
判
し
な
が
ら
、
大
隈
の
銅
像
に
対
し
て
は
「
建
立
を
発
起
し
た
る
人
々
も
、
建
立
せ
ら
れ
し
場
所
も
、
共
に
其
人
其
所
を
得
た
り
と
見
る
べ
く
、
又
其
時
に
於
て
も
必
ず
し
も
宜
し
き
を
失
せ
り
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
、
設
置
に
至
る
経
緯
や
そ
の
理
念
、
あ
る
い
は
設
置
時
期
に
つ
い
て
も
適
切
で
あ
る
と
し
て
称
賛
す
る
。
さ
ら
に
、
生
前
に
銅
像
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
大
隈
自
身
が
「
自
負
心
を
害
さ
れ
」
た
の
で
は
な
い
か
と
し
な
が
ら
も
、「
伯
の
所
謂
過
去
を
記
念
す
る
墓
碑
に
非
ず
し
て
、
実
に
未
来
を
指
導
せ
ん
と
す
る
曠
野
中
の
蛇
の
杖
火
の
柱
也
」
と
、
そ
の
意
義
は
過
去
で
は
な
く
未
来
へ
開
か
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
　
一
方
、
初
代
大
隈
銅
像
へ
の
批
判
と
し
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
設
置
直
後
の
『
早
稲
田
学
報
』
一
九
〇
七
年
一
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
三
宅
雪
嶺
の
文
章３
を
紹
介
す
る
。
雪
嶺
は
大
隈
の
社
会
的
評
価
に
つ
い
て
、「
さ
る
を
何
者
の
巧
言
ぞ
、
早
稲
田
伯
と
は
面
白
し
。
早
稲
田
伯
は
、
早
稲
田
の
華
族
に
あ
ら
ず
、
早
稲
田
の
大
平
民
の
み
。
而
か
も
毎
に
早
稲
田
伯
と
謂
ふ
」
と
興
味
深
い
意
見
を
述
べ
る
。
大
隈
は
伯
爵
に
象
徴
さ
れ
る
華
族
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、「
大
平
民
」
と
し
て
の
大
隈
が
人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
と
の
評
価
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
民
衆
政
治
家
」
と
し
て
の
大
隈
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
伯
の
銅
像
は
、
大
礼
服
を
着
し
勲
章
を
佩
せ
る
姿
を
擬
せ
る
も
の
な
り
と
か
、
ま
た
是
に
対
し
て
、
或
は
怪
訝
の
念
を
惹
起
せ
る
者
あ
り
と
か
」
と
、
大
隈
の
銅
像
が
大
礼
服
姿
で
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
非
難
す
る
。
そ
し
て
、
大
隈
に
相
応
し
い
銅
像
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
伯
の
後
生
涯
中
最
も
紀
念
に
値
す
る
は
、
閣
臣
と
し
て
の
伯
に
あ
ら
ず
、
ま
た
政
党
首
領
と
し
て
の
伯
に
あ
ら
ず
、
実
に
大
平
民
と
し
て
の
伯
な
る
31
に
あ
ら
ず
や
。
然
ら
ば
伯
の
記
念
的
銅
像
を
製
る
に
は
、
須
ら
く
大
平
民
と
し
て
の
伯
を
、
標
像
す
る
に
勉
む
べ
き
也
。
断
じ
て
勲
一
等
伯
爵
の
正
装
を
以
て
、
標
像
す
べ
か
ら
ざ
る
也４
　
権
威
や
権
力
で
は
な
く
、「
民
衆
政
治
家
」
大
隈
重
信
こ
そ
記
念
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
銅
像
も
勲
一
等
伯
爵
を
象
徴
す
る
大
礼
服
で
は
な
く
、「
大
平
民
」
と
し
て
の
大
隈
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
た
。
　
初
代
大
隈
銅
像
に
対
す
る
批
判
は
根
強
く
存
在
、
そ
の
設
置
か
ら
二
五
年
後
の
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
三
代
目
大
隈
銅
像
が
制
作
さ
れ
、
初
代
大
隈
銅
像
は
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
姿
を
消
し
た
。
撤
去
さ
れ
た
初
代
大
隈
銅
像
は
、
大
隈
講
堂
の
北
側
回
廊
に
移
設
さ
れ
現
在
に
至
る
。
　
（
２
）
三
代
目
大
隈
銅
像
　
三
代
目
銅
像
（
写
真
②
）
は
、
早
稲
田
大
学
創
設
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
一
九
三
二
年
一
〇
月
に
設
置
さ
れ
、
現
在
ま
で
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
に
存
在
す
る
。
制
作
者
で
あ
る
朝
倉
文
夫
は
、
制
作
意
図
に
つ
い
て
興
味
深
い
文
章
を
残
し
て
い
る５
。
朝
倉
は
北
畠
治
房
に
大
隈
を
紹
介
さ
れ
、
し
ば
し
ば
早
稲
田
の
大
隈
邸
を
訪
問
し
大
隈
自
身
と
交
流
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、「
大
隈
老
侯
の
表
情
、
姿
な
ら
五
つ
六
つ
は
直
ぐ
に
出
来
ま
す
」
と
、
自
身
が
大
隈
銅
像
の
制
作
者
と
し
て
相
応
し
い
と
自
負
す
る
。
ま
た
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
。「
然
し
私
が
常
々
表
現
し
た
く
思
つ
て
を
写真②　三代目大隈銅像
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る
の
は
大
隈
老
侯
を
丸
出
し
に
し
た
野
に
立
つ
姿
と
、
も
一
つ
は
私
邸
で
角
帯
を
し
め
羽
織
を
着
て
を
ら
れ
る
姿
で
し
た
」
と
、
日
常
の
大
隈
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
構
想
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
早
稲
田
大
学
よ
り
ガ
ウ
ン
姿
の
大
隈
銅
像
の
制
作
依
頼
が
あ
っ
た
た
め
、
自
ら
の
希
望
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、「
松
方
は
七
十
何
人
の
子
供
を
持
つ
て
を
る
が
、
我
輩
に
は
一
萬
の
子
供
が
あ
る
と
言
つ
て
、
赤
い
ガ
ウ
ン
を
着
て
、
時
々
諧
謔
を
口
に
さ
れ
つ
ゝ
得
意
に
な
つ
て
を
ら
れ
た
あ
の
姿
を
表
現
し
た
の
で
し
た
」
と
、
ガ
ウ
ン
を
纏
い
な
が
ら
早
稲
田
の
学
生
が
自
分
の
子
供
の
よ
う
で
あ
る
と
得
意
顔
で
語
る
大
隈
を
表
現
し
た
と
す
る
。
朝
倉
は
三
代
目
銅
像
に
、
政
治
家
・
侯
爵
と
し
て
で
は
な
く
、
大
学
人
と
し
て
の
大
隈
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
　
朝
倉
は
、
三
代
目
大
隈
銅
像
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
も
、
そ
の
意
図
を
紹
介
し
て
い
る
。
三
代
目
銅
像
は
「
身
体
を
斜
に
向
け
、
顔
だ
け
を
正
面
に
向
け
、
平
常
か
ら
愛
翫
さ
れ
た
名
物
の
太
い
竹
の
ス
テ
ッ
キ
を
突
い
た
ポ
ー
ズ
に
し
た
」
と
朝
倉
が
述
べ
る
よ
う
に
、
顔
だ
け
が
大
隈
講
堂
に
正
対
し
、
身
体
は
右
肩
を
突
出
し
斜
め
に
傾
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
恩
賜
館
と
大
正
天
皇
御
手
植
樹
に
背
を
向
け
る
こ
と
を
憚
っ
た
た
め
で
あ
る
と
朝
倉
は
述
べ
る
。
大
隈
重
信
と
大
正
天
皇
と
の
信
頼
関
係
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
文
献
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
五
月
、
天
皇
即
位
直
前
の
皇
太
子
時
代
に
早
稲
田
を
訪
問
し
た
際
に
植
樹
し
た
御
手
植
樹
が
、
大
隈
銅
像
の
ス
タ
イ
ル
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
三　
政
治
家
大
隈
と
銅
像
　
（
１
）
初
代
大
隈
銅
像
と
第
一
次
大
隈
内
閣
　
初
代
大
隈
銅
像
制
作
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
特
に
彼
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
月
、
大
隈
が
外
務
大
臣
と
し
て
参
加
し
た
第
二
次
松
方
内
閣
は
崩
壊
し
、
第
三
次
伊
藤
内
閣
が
成
立
す
る
。
し
か
し
、
同
年
三
月
の
第
五
回
総
33
選
挙
で
は
自
由
党
一
〇
〇
議
席
、
進
歩
党
緒
九
五
議
席
と
民
党
が
圧
勝
す
る
。
第
十
二
議
会
で
は
井
上
蔵
相
の
増
税
案
提
出
の
説
明
演
説
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
し
、
議
会
は
解
散
に
追
い
込
ま
れ
る
。
進
歩
党
を
率
い
た
大
隈
は
、
同
年
六
月
に
板
垣
退
助
の
自
由
党
と
合
同
し
、
憲
政
党
を
結
成
す
る
。
伊
藤
博
文
は
自
ら
の
後
任
に
大
隈
と
板
垣
を
推
薦
し
、
日
本
近
代
史
上
初
め
て
の
政
党
内
閣
で
あ
る
第
一
次
大
隈
内
閣
（
隈
板
内
閣
）
が
誕
生
し
た
。
こ
の
一
八
九
八
年
は
大
隈
重
信
の
政
治
活
動
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
頂
点
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
隈
板
内
閣
は
僅
か
四
ヶ
月
で
内
部
分
裂
し
崩
壊
す
る
。
同
年
一
〇
月
、
星
亨
の
主
導
に
よ
っ
て
旧
自
由
党
系
は
旧
進
歩
党
系
を
排
除
し
た
新
し
い
憲
政
党
を
結
成
、
大
隈
を
は
じ
め
と
す
る
旧
進
歩
党
グ
ル
ー
プ
は
憲
政
本
党
を
名
乗
る
こ
と
に
な
る
。
大
隈
の
政
治
活
動
は
そ
の
頂
点
か
ら
急
激
に
下
り
坂
と
な
る
。
　
さ
ら
に
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
は
伊
藤
博
文
を
中
心
に
立
憲
政
友
会
が
結
成
さ
れ
、
憲
政
党
（
旧
自
由
党
系
）
へ
の
切
崩
し
工
作
が
激
し
く
行
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
憲
政
党
は
解
党
に
追
い
込
ま
れ
、
憲
政
本
党
も
そ
の
活
動
を
衰
退
さ
せ
て
い
く
。
一
九
〇
一
年
に
は
対
抗
策
と
し
て
、
大
隈
が
憲
政
本
党
の
総
理
に
就
任
す
る
も
の
の
、
劣
勢
を
挽
回
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
初
代
大
隈
銅
像
は
こ
の
よ
う
な
大
隈
の
政
治
活
動
を
背
景
に
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
原
型
塑
像
が
一
九
〇
一
年
に
制
作
さ
れ
、
一
九
〇
三
年
に
は
初
代
銅
像
が
完
成
す
る
。
　
こ
の
間
、
大
隈
を
取
り
巻
く
政
治
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
が
明
治
十
四
年
政
変
で
大
隈
を
政
府
か
ら
追
放
し
た
伊
藤
博
文
と
の
和
解
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
一
〇
月
、
東
京
専
門
学
校
開
校
二
〇
年
と
早
稲
田
大
学
開
校
を
記
念
す
る
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
東
京
専
門
学
校
は
早
稲
田
大
学
へ
と
改
称
し
、
新
し
い
一
歩
を
歩
み
始
め
る
。
こ
の
式
典
へ
の
伊
藤
博
文
の
参
列
を
画
策
し
た
の
が
高
田
早
苗
で
あ
っ
た６
。
訪
問
し
た
高
田
に
対
し
て
伊
藤
は
、「
大
隈
伯
の
教
育
事
業
に
は
窃
か
に
敬
服
し
て
居
る
と
い
ふ
言
葉
さ
へ
洩
ら
さ
れ
」
と
、
東
京
専
門
学
校
創
設
を
は
じ
め
と
す
る
大
隈
の
政
治
活
動
に
敬
意
を
示
し
、
寄
付
の
依
頼
に
も
「
自
分
は
貧
乏
だ
か
ら
沢
山
な
金
を
出
せ
な
い
が
、
と
に
か
く
真
先
に
帳
面
へ
付
け
よ
う
と
い
ふ
事
で
、
即
座
に
五
百
円
と
い
ふ
寄
34
付
を
さ
れ
た
」
と
快
く
応
じ
た
。
さ
ら
に
、「『
是
非
当
日
祝
典
に
臨
ん
で
祝
辞
を
演
べ
て
下
さ
い
』
と
言
つ
た
処
、
そ
れ
も
快
く
承
諾
さ
れ
た
」
と
式
典
へ
の
参
加
要
請
も
快
諾
し
、
実
際
に
祝
辞
を
述
べ
て
い
る
。
後
に
塩
沢
昌
貞
が
「
そ
の
当
時
老
侯
は
よ
く
笑
っ
て
、『
伊
藤
も
と
う
と
う
降
参
し
て
懺
悔
演
説
を
し
た
よ
』
と
言
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た７
」
と
回
顧
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
隈
と
伊
藤
の
和
解
は
、
早
稲
田
大
学
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
で
あ
り
、「
謀
反
人
の
学
校
」
と
し
て
政
府
か
ら
敵
視
さ
れ
て
い
た
学
校
の
復
権
を
意
味
し
た
。
同
時
に
、
大
隈
に
と
っ
て
伊
藤
と
の
和
解
は
、
自
ら
の
政
治
活
動
が
終
焉
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
象
徴
し
た
。
終
生
の
ラ
イ
バ
ル
と
の
雪
解
け
が
大
隈
銅
像
の
設
置
を
後
押
し
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
一
九
〇
七
年
一
月
、
大
隈
は
憲
政
本
党
総
理
を
辞
任
し
、
政
治
家
を
引
退
す
る
。
同
時
に
、
同
年
四
月
に
は
早
稲
田
大
学
初
代
総
長
に
就
任
し
、
教
育
家
と
し
て
の
活
動
に
専
念
す
る
。
こ
の
時
点
で
大
隈
は
既
に
七
〇
歳
の
高
齢
で
あ
り
、
政
界
へ
の
復
帰
は
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
。
　
（
２
）
二
代
目
大
隈
銅
像
と
第
二
次
大
隈
内
閣
　
衣
冠
束
帯
姿
の
二
代
目
大
隈
銅
像
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
大
隈
銅
像
の
な
か
で
唯
一
現
存
し
な
い
銅
像
で
あ
る
。
芝
公
園
内
の
六
号
地
に
設
置
さ
れ
た
銅
像
は
、
戦
時
中
の
金
属
供
出
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
を
示
す
資
料
の
存
在
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
や
設
置
場
所
に
関
し
て
は
、
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
③
）。
　
こ
の
銅
像
の
特
徴
と
し
て
は
以
下
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
初
代
や
三
代
目
の
銅
像
と
は
異
な
り
、
早
稲
田
関
係
者
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
人
脈
に
よ
っ
て
そ
の
建
設
が
企
画
さ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
銅
像
の
制
作
中
に
大
隈
の
政
治
的
立
場
が
一
変
し
た
こ
と
で
あ
る
。
　
二
代
目
銅
像
の
建
設
計
画
は
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
春
頃
に
始
ま
る
。
同
年
一
〇
月
付
の
「
伯
爵
大
隈
重
信
君
寿
像
建
設
趣
意
」（
写
35
真
④
）
に
は
、「
其
他
伯
ノ
直
接
間
接
ニ
尽
力
セ
ル
功
績
ニ
到
ツ
テ
ハ
挙
ケ
テ
数
フ
可
カ
ラ
ス
今
ヤ
一
大
ノ
偉
人
ト
シ
テ
一
世
ノ
崇
仰
ヲ
博
セ
ル
モ
」
や
「
伯
ノ
寿
像
ヲ
鋳
造
シ
之
ヲ
建
設
シ
テ
永
ク
伯
ノ
功
績
ヲ
伝
ヘ
ン
ト
ス
亦
以
テ
明
治
文
化
ノ
一
記
念
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
乎８
」
と
い
う
文
言
が
並
ん
で
い
る
。
一
九
〇
七
年
に
政
界
か
ら
引
退
し
た
大
隈
の
業
績
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
、
そ
こ
に
は
既
に
大
隈
に
対
す
る
歴
史
的
評
価
が
確
定
し
た
と
い
う
意
識
が
存
在
す
る
。
　
建
設
委
員
会
の
委
員
に
は
、
北
畠
治
房
委
員
長
を
筆
頭
に
、
池
田
謙
三
・
石
橋
重
朝
・
牟
田
口
元
学
・
本
田
義
成
が
名
を
連
ね
る
。
北
畠
は
天
誅
組
の
大
和
挙
兵
に
加
わ
る
な
ど
、
幕
末
期
に
草
莽
の
志
士
と
し
て
活
躍
し
、
維
新
後
は
大
隈
や
五
代
厚
友
の
斡
旋
で
司
法
省
に
出
仕
し
た
。
明
治
十
四
年
政
変
で
は
、
大
隈
と
と
も
に
下
野
し
立
憲
改
進
党
結
党
に
加
わ
る
な
ど
、
大
隈
系
の
官
僚
・
政
治
家
で
あ
る
。
石
橋
と
牟
田
口
は
共
に
佐
賀
出
身
で
あ
り
、
牟
田
口
は
北
畠
同
様
に
明
治
十
四
年
政
変
で
大
隈
と
行
動
を
共
に
す
る
な
ど
、
三
人
は
大
隈
に
非
常
に
近
い
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
池
田
は
第
百
銀
行
頭
取
を
つ
と
め
る
な
ど
財
界
人
、
本
田
も
当
時
立
憲
政
友
会
系
の
東
写真③　二代目大隈銅像
京
府
会
議
員
で
あ
り
、
大
隈
と
の
接
点
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
政
界
を
引
退
し
た
大
隈
の
銅
像
を
、
幅
広
い
人
々
の
賛
同
に
よ
っ
て
建
設
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
　
北
畠
治
房
に
つ
い
て
は
、
大
隈
と
の
出
会
い
に
関
し
て
朝
倉
文
夫
の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。
北
畠
男
が
大
隈
老
侯
を
暗
殺
す
べ
く
佐
賀
に
乗
込
ん
で
行
つ
て
、
い
ざ
逢
つ
て
見
る
と
体
躯
堂
々
と
し
た
偉
丈
夫
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
男
を
ム
ザ
ム
ザ
や
つ
つ
け
る
の
は
惜
し
い
と
思
つ
て
、
自
分
達
の
主
義
主
張
を
36
開
陳
し
て
我
党
に
加
担
す
る
こ
と
を
勧
め
る
と
、
老
侯
も
さ
う
い
ふ
考
は
自
分
も
常
々
抱
い
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
至
極
同
感
と
い
ふ
こ
と
で
意
気
投
合
さ
れ
、
以
後
兄
弟
分
の
交
を
し
て
来
ら
れ
た
の
で
し
た９
。
　
北
畠
が
大
隈
暗
殺
を
計
画
し
、
実
際
に
会
っ
た
こ
と
で
意
気
投
合
す
る
と
い
う
の
は
、
勝
海
舟
と
坂
本
竜
馬
と
が
出
会
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
類
似
し
て
い
る
。
大
隈
と
北
畠
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
実
際
に
存
在
し
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
偉
人
譚
の
一
種
と
考
え
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、「
大
隈
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
同
時
代
の
大
隈
イ
メ
ー
ジ
を
考
察
す
る
う
え
で
興
味
深
い
逸
話
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
銅
像
建
設
の
開
始
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
事
態
は
一
変
す
る
。
一
九
一
三
年
二
月
の
大
正
政
変
（
第
一
次
憲
政
余
擁
護
運
動
）、
そ
の
後
の
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
に
よ
っ
て
、
政
権
運
営
の
行
き
詰
ま
り
や
立
憲
政
友
会
と
の
対
立
に
直
面
し
た
政
府
は
、
老
齢
の
大
隈
重
信
を
総
理
大
臣
と
し
て
再
び
政
界
に
復
帰
さ
せ
た
。
一
九
一
四
年
四
月
に
成
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立
し
た
第
二
次
大
隈
内
閣
は
、
同
年
八
月
の
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
参
戦
、
翌
年
の
対
華
二
十
一
ヶ
条
要
求
な
ど
、
外
交
政
策
に
お
い
て
多
く
の
難
題
を
抱
え
た
。
ま
た
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
三
月
の
第
一
二
回
総
選
挙Ａ
で
は
、
立
憲
同
志
会
や
大
隈
伯
講
演
会
が
議
席
を
増
や
し
た
一
方
、
立
憲
政
友
会
が
大
き
く
議
席
を
減
ら
し
た
結
果
、
大
隈
と
立
憲
政
友
会
と
の
対
立
が
明
確
と
な
っ
た
。
　
銅
像
建
設
を
め
ぐ
る
情
勢
も
変
化
し
、
建
設
計
画
に
対
す
る
批
判
的
意
見
が
新
聞
紙
上
に
登
場
し
た
。
第
二
次
大
隈
内
閣
成
立
直
後
の
一
九
一
四
年
七
月
の
読
売
新
聞Ｂ
で
は
、
銅
像
建
設
の
賛
成
者
を
紹
介
し
、「
此
顔
触
ぢ
や
予
算
の
十
五
萬
圓
は
訳
な
く
集
る
こ
と
は
請
合
だ
が
」
と
し
た
う
え
で
、「
怪
い
の
は
発
起
人
で
中
に
は
海
軍
事
件
で
有
名
の
山
本
条
太
郎
、
飯
田
義
一
、
岩
原
謙
三
も
あ
れ
ば
死
ん
だ
松
田
男
も
居
る
」
と
、
発
起
人
の
な
か
に
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
の
関
係
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
を
批
難
す
る
。
そ
し
て
、「
イ
ク
ラ
国
民
の
輿
望
を
担
ふ
て
起
つ
た
大
隈
伯
で
も
斯
い
ふ
人
達
に
銅
像
を
立
て
ら
れ
て
は
一
寸
立
瀬
が
あ
る
ま
い
ヲ
」
と
、
大
隈
に
同
情
す
る
素
振
り
を
見
せ
な
が
ら
、
建
設
計
画
の
趣
旨
を
批
判
す
る
。
ま
た
、
同
年
一
二
月
の
読
売
新
聞Ｃ
で
も
、「
特
に
其
中
で
も
劇はげ
し
い
の
は
、
先
頃
波
多
野
宮
相
か
ら
五
十
圓
を
せ
し
め
た
大
隈
伯
銅
像
建
設
会
な
る
も
の
だ
」
と
、
大
隈
銅
像
を
騙
っ
た
詐
欺
事
件
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
「
処
が
そ
れ
が
最
近
ま
た
某
侯
爵
邸
に
入
り
込
ん
で
、
こ
ゝ
で
も
三
十
圓
の
寄
附
を
受
取
つ
て
其
儘
姿
を
消
し
て
了
つ
た
さ
う
だ
」
と
、
類
似
の
詐
欺
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
詐
欺
事
件
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
大
隈
銅
像
建
設
に
対
し
て
批
判
的
な
意
見
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
批
判
が
大
隈
内
閣
の
成
立
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
　
そ
の
よ
う
な
批
判
が
あ
り
な
が
ら
も
、
銅
像
建
設
計
画
は
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
〇
月
に
第
二
次
大
隈
内
閣
は
総
辞
職
、
翌
一
一
月
に
銅
像
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
る
。
二
代
目
大
隈
銅
像
は
そ
の
建
設
計
画
の
最
中
に
、
第
二
次
大
隈
内
閣
の
成
立
と
崩
壊
を
経
験
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
伯
爵
大
隈
重
信
君
寿
像
」
と
し
て
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
が
、
一
九
一
六
年
七
月
に
大
隈
が
侯
爵
に
陞
爵
し
た
こ
と
か
ら
、
完
成
し
た
銅
像
は
「
大
隈
侯
寿
像
」
と
名
を
変
え
た
。
除
幕
式
を
報
じ
た
『
読
売
新
聞Ｄ
』
に
38
は
、
列
席
者
の
前
文
部
大
臣
高
田
早
苗
、
前
内
務
大
臣
一
木
喜
徳
郎
、
前
逓
信
大
臣
箕
浦
勝
人
な
ど
を
紹
介
し
、「『
前
』
の
つ
く
の
が
多
く
、
高
橋
前
法
制
局
長
官
、
西
久
保
前
警
視
総
監
な
ど
も
ぼ
つ
ゝ
ゝ
見
え
て
『
大
隈
侯
寿
像
の
仲
介
で
又
内
閣
が
出
来
た
』
な
ど
ゝ
笑
ふ
」
と
第
二
次
大
隈
内
閣
の
再
結
成
と
評
す
る
。
ま
た
、
「『
此
の
寿
像
も
伯
寿
像
に
な
る
処
が
後
れ
て
侯
寿
像
に
な
ら
れ
た
の
だ
か
ら
メ
デ
タ
イ
』
と
自
分
の
事
の
様
に
ニ
コ
ゝ
ゝ
す
る
人
も
あ
る
」
と
伯
寿
像
か
ら
侯
寿
像
へ
の
昇
格
を
称
え
て
い
る
。
　
銅
像
の
デ
ザ
イ
ン
も
制
作
の
過
程
で
変
更
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
五
年
九
月
に
東
京
市
に
提
出
さ
れ
た
「
銅
像
建
設
敷
地
使
用
許
可
願Ｅ
」（
委
員
長
北
畠
治
房
）
に
は
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
「
形
像
ハ
『
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
』
直
立
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
添
付
の
図
面
（
写
真
⑤
）
に
も
、
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
姿
の
銅
像
デ
ザ
イ
ン
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
が
後
に
国
会
議
事
堂
内
に
設
置
さ
れ
た
四
代
目
銅
像
と
ほ
ぼ
同
様
な
の
は
興
味
深
い
。
し
か
し
、
一
九
一
六
年
二
月
に
同
じ
く
東
京
市
へ
提
出
さ
れ
た
「
伯
爵
大
隈
重
信
君
銅
像
建
設
敷
地
ニ
関
ス
ル
追
願
書Ｆ
」
に
は
、「
銅
像
並
台
石
ハ
大
隈
伯
ノ
希
望
ニ
依
リ
衣
冠
束
帯
ノ
形
像
ト
変
更
致
度
」
と
、
衣
冠
束
帯
姿
へ
の
変
更
が
大
隈
の
希
望
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
。
　
デ
ザ
イ
ン
変
更
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
大
正
大
礼
と
の
関
係
が
も
っ
と
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
一
五
年
一
一
月
、
大
正
天
皇
即
位
式
が
実
施
さ
れ
、
大
隈
は
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
大
礼
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
倉
文
夫
は
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
を
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
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芝
公
園
の
大
隈
老
侯
の
銅
像
は
、
大
正
天
皇
御
即
位
式
に
際
し
、
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
六
千
万
の
人
民
を
代
表
し
て
万
歳
を
唱
へ
ら
れ
た
そ
の
御
大
典
を
記
念
す
る
と
同
時
に
、
老
侯
の
そ
の
束
帯
姿
を
記
念
す
べ
く
作
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、（
中
略
）
大
隈
老
侯
は
元
来
武
張
つ
た
感
じ
の
方
で
し
た
し
、
束
帯
は
大
宮
人
の
感
じ
で
す
か
ら
、
こ
の
二
つ
を
調
和
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
従
つ
て
芝
公
園
の
銅
像
は
老
侯
が
薄
化
粧
を
し
た
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
すＧ
。
　
衣
冠
束
帯
姿
は
、
大
正
大
礼
に
参
加
し
た
大
隈
の
衣
裳
そ
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
実
際
の
大
隈
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
銅
像
と
大
隈
と
の
齟
齬
に
対
す
る
朝
倉
文
夫
の
苦
心
が
、「
薄
化
粧
を
し
た
」
と
い
う
表
現
に
象
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
お
わ
り
に
　
一
九
一
六
年
一
一
月
、
芝
公
園
で
挙
行
さ
れ
た
二
代
目
銅
像
の
序
幕
式
に
お
い
て
、
板
垣
退
助
の
代
理
と
し
て
永
井
柳
太
郎
が
祝
詞
を
述
べ
た
。
明
治
六
年
政
変
で
板
垣
が
政
府
か
ら
下
野
、
明
治
十
四
年
政
変
後
は
民
党
の
領
袖
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
自
由
党
・
改
進
党
を
牽
引
し
、
第
一
次
大
隈
内
閣
成
立
に
際
し
て
憲
政
党
を
結
党
す
る
な
ど
共
闘
し
な
が
ら
も
直
後
に
分
裂
す
る
な
ど
、
大
隈
と
板
垣
は
常
に
政
治
活
動
に
お
い
て
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
。
板
垣
は
祝
詞
の
な
か
で
、
大
隈
の
業
績
に
関
し
て
「
君
に
最
も
推
服
す
べ
き
は
其
朝
に
在
る
と
野
に
在
る
と
を
問
は
ず
常
に
よ
く
顕
は
れ
て
一
世
の
重
き
を
為
し
孜
々
と
し
て
指
導
の
任
を
懈
ら
ざ
る
に
在
り
就
中
育
英
の
事
業
は
君
の
最
も
長
ず
る
所
に
し
て
其
我
邦
の
文
化
に
貢
献
す
る
所
蓋
し
少
小
に
あ
ら
ざ
る
也
」
と
、
政
治
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
東
京
専
門
学
校
創
立
に
代
表
さ
れ
る
教
育
家
と
し
て
の
功
績
を
称
え
た
。
銅
像
建
設
を
契
機
に
、
好
敵
手
で
あ
っ
た
大
隈
と
板
垣
の
邂
逅
が
実
現
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
除
幕
式
か
ら
二
年
八
ヶ
月
後
の
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
七
月
に
板
垣
は
死
去
、
そ
の
二
年
半
あ
ま
り
後
の
40
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
月
の
大
隈
も
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
　
大
隈
重
信
は
、
生
前
に
寿
像
二
体
、
死
後
に
二
体
の
計
四
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
銅
像
が
制
作
さ
れ
た
と
い
う
点
で
稀
有
な
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銅
像
が
、
大
隈
の
政
治
活
動
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
特
に
現
存
し
な
い
二
代
目
銅
像
は
彼
の
政
治
活
動
に
翻
弄
さ
れ
た
銅
像
で
も
あ
っ
た
。
早
稲
田
の
学
生
・
教
職
員
が
普
段
な
に
げ
な
く
目
に
す
る
大
隈
銅
像
に
も
、
ま
た
現
存
し
な
い
大
隈
銅
像
に
も
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
歴
史
と
制
作
に
関
わ
っ
た
多
く
の
人
々
の
思
い
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
　
本
稿
は
二
〇
一
四
年
二
月
「
大
隈
重
信
と
芝
公
園
に
あ
っ
た
銅
像
」（
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
講
座
「
銅
像
に
な
っ
た
人
物
と
そ
の
時
代
」
第
二
回
）、
及
び
二
〇
一
五
年
五
月
「
大
隈
銅
像
と
政
治
家
大
隈
重
信
の
生
涯
」（
二
〇
一
五
年
度
大
隈
祭
）
の
二
つ
の
講
演
に
お
け
る
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
港
郷
土
資
料
館
、
及
び
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
の
方
々
に
末
尾
な
が
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
註（
１
） 
「
暗
示
の
あ
る
二
銅
像
」『
中
学
世
界
』
第
一
一
巻
第
二
号
、
一
九
〇
八
年
二
月
号
。
（
２
） 
伊
藤
博
文
の
銅
像
は
湊
川
神
社
本
殿
横
に
一
九
〇
四
年
に
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
露
戦
争
後
の
講
和
条
約
反
対
運
動
の
際
、
群
衆
に
よ
っ
て
引
き
倒
さ
れ
た
た
め
現
存
し
な
い
。
（
３
） 
三
宅
雪
嶺
「
早
稲
田
の
大
平
民
」『
早
稲
田
学
報
』
一
五
三
号
、
一
九
〇
七
年
一
一
月
。
（
４
） 
同
上
。
（
５
） 
朝
倉
文
夫
「
年
来
の
望
を
果
し
得
て
」『
早
稲
田
学
報
』
四
五
三
号
、
一
九
三
二
年
一
一
月
。
以
下
の
引
用
箇
所
も
同
様
。
（
６
） 
高
田
早
苗
『
半
峰
昔
ば
な
し
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二
七
年
。
（
７
） 
塩
沢
昌
貞
「
非
常
時
に
際
し
て
大
隈
老
侯
を
憶
ふ
」『
早
稲
田
政
治
経
済
学
雑
誌
』
六
一
号
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
。
（
８
） 
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
大
隈
信
幸
氏
寄
贈
大
隈
重
信
関
係
文
書
」
№
６
「
大
隈
重
信
銅
像
〈
芝
公
園
内
衣
冠
束
帯
像
〉
関
係
」
に
所
収
。
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（
９
） 
前
掲
朝
倉
「
年
来
の
望
を
果
し
得
て
」。
（
10
） 
大
隈
伯
後
援
会
は
早
稲
田
関
係
者
で
結
成
さ
れ
、
第
一
二
回
総
選
挙
で
は
大
隈
信
常
ら
が
当
選
し
て
い
る
（
11
） 
「
隣
の
噂
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
四
年
七
月
七
日
付
。
（
12
） 
「
隣
の
噂
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
四
年
一
二
月
一
四
日
付
。
（
13
） 
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
六
年
一
一
月
六
日
付
。
（
14
） 
「
銅
像
建
設
敷
地
使
用
許
可
願
」
一
九
一
五
年
九
月
二
二
日
付
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
『
大
正
四
年　
土
地
・
公
園
地　
東
京
市
公
文
』
301-G5-1
）。
（
15
） 
「
伯
爵
大
隈
重
信
君
銅
像
建
設
敷
地
ニ
関
ス
ル
追
願
書
」
一
九
一
六
年
二
月
二
四
日
付
（
前
掲
『
大
正
四
年　
土
地
・
公
園
地　
東
京
市
公
文
』）。
（
16
） 
前
掲
朝
倉
「
年
来
の
望
を
果
し
得
て
」。
